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論文内容の要旨
有限集合工上のグラフを考える。すなわち， Gはどからの 2点集合の族であるの Gの各元αに向きを与
え，
α= {θJ (α) ， O2 (α) } 
とする。
Xi.: 一 {XtJ; a E L} 
を独立で標準正規分布に従う確王F変数の族とする。各α毎に
Ya: =X8l (0) -X82 :a) +εα 
を観測する。ここで {εα;α 己G}は独、7で'iF.規分布 N(O，1/ A)に従うli在率変数の族で'Xr.とも独立であ
ると仮定する。確率変数の族xrとYc: = {Y (l; αEG}の聞の相互情報量 1(X r.， Yc)を考察する。
I(Xr.， YG) =すlogP c (λ)と書け， hはえに関する多項式となることが知られている。 2つのグラフ
GとHに対して，すべての次数の係数についてたがPHより大きいか等しいとき， PG>PHと書き， GはHよ
り大きい情報量をもっというの
本論文では[ij]じ辺数をもっ類似のグラフ間でこの意味での情報の大きさを比較し大小を決定した。す
なわち
(l) Gを交わりのないサイズlとmの2つの円， Hを同様のkとhの2つの円で
見トm--:7:R+h
とするとき，
|丸一mI < I k-h 1 
ならGはHより大きい情報量を持つ。
(2) Gは交わりのないサイズnとmの2つの円の一点ずつをーつの辿で・つないだメガネ型グラフとする，
Hは同様のもので， kとhに対応し
n-tm=た+れ
のとき，
In . m i < 1 k-h I 
ならGはHより大きい情報量をもっ。
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論文審査の結果の要旨
角限集合Z上のグラフを考える。すなわち.GはZからの2点集合の放である。 Gの各)t;αに向きを与え，
α= {θI(α) . θ2(α) ，とする。 Xr.: = {X 0; 0 E E }を独立で標準正規分布に従う確率変数の脹と
するの各αEG毎にYa : = X 01 ( a) -X 02(引十 Eα を観測するのここで.[εa，αεGl は独立で正規分布
N(O，会)に従う催率変数の族で、Xr.とも独立であると仮定するの確率変数の族Xr.とYG:= {Ya;αεGIの
聞の相互情報量 1(X r. Yωを考察する。l(Xr.Yc) =すlogP G ( ^)と書け， PGはAに関する多項
式となることが知られている。 2つのク。ラフ GとHに対して.すべての次数の係数についてたがPHより大
きいか等しいときPci浄PHと書き.GはHより大きい情報量をもっという。
本論文では同じ.ill数をもっ類似のグラフ間でこの意味での情報の大きさを比較し大小を決定した。す
なわち
(1) Gを交わりのないサイズ、犯とmの2つの円.1を問機のたとhの2つの円でn.+m=た+hとするとき，
I n-m [ < [た-h[ならGはHより大きい情報景をもっ。
(2) Gは交わりのないサイズ伐とmの2つの円の一点ず.つを一つの辺でつないだメガネ型グラフとする，H 
は同様のもので止とhに対応し n+m=k+hのとき.I n -m Iく Ik-h[ならGはHより大きい情報景をも
つ。
以上の結果は，類似のグラフ間での情報の大小を決定し，相対比較の情報量についての新しい知見をも
たらすものである。よって，博士(理学)の乍位授与に値するものと審査した。
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